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９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
９
日
招
集
さ
れ
２

８
日
ま
で
の
２
０
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

９
月
議
会
で
は
、 

 
 

な
ど
条
例
の
制
定

や
改
正
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
補
正
予

算
な
ど
審
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
代
表
質
問
に
は
、
西
本
議
員
、
一
般

質
問
は
、
広
瀬
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
０
８
年
度
の
各
会
計
決
算
は
、9

月
議
会
で
総
括
質
問
を
行
い
、
具
体
的
な
審

議
は
特
別
委
員
会
に
お
い
て
閉
会
中
の
審

議
に
な
り
ま
す
。 

 

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
「負
担
軽
減

を
検
討
す
る
」と
答
弁
！ 

 

９
月
議
会
の
代
表
質
問
で
、
今
月
に
入
っ
て
、
市
内

の
小
中
学
校
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感

染
の
拡
大
し
て
い
る
問
題
で
、
西
本
議
員
は
、
住
民

の
不
安
を
取
り
除
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

充
実
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

・感
染
経
路
や
感
染
の
実
態
を
つ
か
み
、
住
民
へ 

の
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
。 

・相
談
窓
口
や
セ
ン
タ
ー
の
開
設
す
る
こ
と
。 

・一
般
病
院
で
の
「簡
易
検
査
」の
実
施
。 

・新
型
イ
ン
フ
エ
ン
ザ
用
の
ワ
ク
チ
ン
問
題
で
、
特
に
、

せ
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
接
種
を
受
け
た
患
者
や

保
護
者
か
ら
実
費
相
当
を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
め

て
い
ま
す
。
接
種
は
２
回
で
、
負
担
額
は
６
０
０
０

円
強
と
な
る
見
通
し
で
す
。
こ
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
、
当
面
、
市
独
自
で
も
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

を
検
討
す
べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。 

辻
市
長
は
、
相
談
窓
口
は
、
県
健
康
福
祉
事
務

所
で
、
専
門
職
が
２
４
時
間
対
応
し
、
市
は
、
必
要

に
応
じ
開
設
し
ま
す
。
簡
易
検
査
は
、
一
般
病
院

や
診
療
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
負
担
軽
減
は
、
国
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
市

も
検
討
し
ま
す
。
と
答
え
ま
し
た
。 

 （問
）国
保
税
と
医
療
機
関
の
一
部
負
担
金
の
「減

免
」制
度
を
加
入
者
に
周
知
徹
底
し
、
活
用
を
広

げ
る
べ
き
。
ま
た
、
国
保
税
滞
納
者
の
「申
請
却
下
」

を
削
除
す
よ
。 

（答
）両
制
度
の
周
知
は
納
税
相
談
や
保
険
証
更
新

時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
啓
発
し
ま
す
。
一
部
負
担
金

の
国
保
税
滞
納
者
の
「申
請
却
下
」は
、
国
保
事
業

の
健
全
運
営
の
た
め
協
力
を
願
い
ま
す
。 

 

 

燃
え
る
ご
み
袋
の
料
金
の
引
下
げ
と
「ご
み
減
量

化
」対
策
に
つ
い
て 

燃
え
る
ご
み
袋
の
料
金
が
、
近
隣
の
自
治
体
と
比

較
し
て
大
幅
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
せ
の
理
由
は
何

か
。 

市
民
の
負
担
を
若
干
で
も
減
ら
し
、
く
ら
し
に
役

立
て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
近
隣
の

他
市
並
み
に
半
額
程
度
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
求

め
る
が
ど
う
か
。 

 

）＊
燃
え
る
「ご
み
袋
」の
料
金
は
近
隣
市
と
比
較

し
て
も
異
常
に
高
い
、
な
ず
か
。 

＊
市
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
近
隣
市
並
み

に
半
額
程
度
に
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
る
。 

＊
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
化
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
で
、

ご
み
の
「減
量
化
」を
。 

（答
）
○
丹
波
市
の
料
金
設
定
は
、
ご
み
の
「減
量

化
」と
「資
源
化
」に
あ
る
。 

○
有
料
化
は
「有
効
」で
、
現
行
料
金
を
継
続
し
て

い
く
。 

 

＊
印
は
、
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た

場
合 

２
０
０
８
．
１
０
．
１
現
在 

（単
位
円
／
１
枚
） 

丹
波
市
議
会 

日
本
共
産
党
議
員
団
調
べ 

近
隣
市
町
の
「
指
定
ご
み
袋
料
金
」
の
比

較
一
覧 

 

市町名 大袋 （45ℓ） 中袋 （30ℓ） 小袋 （20ℓ） 

丹波市 １００ ７０ ４０ 

朝来市 ８０ ― ５０ 

篠山市 ４５ ― ４０ 

福知山市 ４０ ３０ １５ 

西脇市 ３５ ２５ １５ 

加東市 ３０ ２０ ― 

三田市 ＊１５ ― ＊１１ 

多可町 ３５ ２５ １５ 


